
交通事故発生状況
問 高島警察署　 （22）0110

環境放射線測定結果
問 原子力防災対策室　 （25）8133

（平成 30 年６月末現在）

火災・救急・救助件数
問 消防総務課　 （22）5401

（平成 30 年６月末現在）

内　　容 件　数 前年比
人身事故発生件数 33 件 ー 15 件
死 者 数 １人 ０人
傷 者 数 41 人 ー 25 人

発生場所 件　数
マ キ ノ ４件
今 津 ７件
朽 木 １件
安 曇 川 12 件
高 島 ４件
新 旭 ５件

※概数

火　災 件　数 累計（１月〜）
建 物 ０件 ７件
車 両 ０件 １件
林 野 ０件 １件
そ の 他 ０件 ９件

救　急 件　数 累計（１月〜）
交通事故 16 件 82 件
一般負傷 30 件 204 件
急 病 134 件 914 件
そ の 他 25 件 183 件

救　助 件　数 累計（１月〜）
火 災 ０件 １件
交通事故 ２件 11 件
水難事故 ０件 ２件
そ の 他 ２件 ８件

６月平均値（平日測定） 前月平均値
マキノ（マキノ支所前駐車場）

0.065μSv/h 0.064μSv/h

今　津（今津支所車庫付近）
0.033μSv/h 0.035μSv/h

朽　木（朽木支所前駐車場）
0.053μSv/h 0.057μSv/h

安曇川（安曇川支所南側駐車場）
0.044μSv/h 0.043μSv/h

高　島（高島支所東駐車場）
0.055μSv/h 0.060μSv/h

新　旭（高島市役所北側玄関前）
0.044μSv/h 0.048μSv/h

※�測定地点は他に24か所あります。測定結果
は、市のホームページをご覧ください。
※平常時の値はおおむね0.2μSv/h以下です。

問ごみ減量対策課　　　 （25）8123
　環境センター　　　　 （24）0031

安 安全 心

可燃ごみ搬出量
　現在、三重県の民間ごみ処理業者へ委託
して焼却処分しています。ごみの量に応じ
てごみ処理費用を負担することになります
ので、ごみ分別や減量にご協力ください。

測定月 処分および運搬量
平成 29 年６月分 1,113 t
平成 30 年６月分 1,065 t（前年比 48 t 減）

　生ごみには水分が多く含まれているの
で、ごみ袋に入れる前にギュッとひとしぼ
りをすると、生ごみの減量につながります。
　また、水切りネットを使って、水分を減
らすことも有効です。他のアイテムは広報
たかしま６月号をご覧ください。

　本年度もエコライフ推進協議会とシル
バー人材センターの方々が生ごみ減量の啓
発を行います。日程は、８月４日㊏、18 日
㊏、19 日㊐の３日間です。
　詳しくは、市のホームページ
をご覧いただくか、お問い合わ
せください。

水切りをしましょう！

生ごみ減量啓発のお知らせ

　
市
の
燃
や
せ
る
ご
み
の
約
半
分
を
生
ご
み
が
占
め
て
い
ま
す
。
生
ご

み
は
約
80
％
が
水
分
で
あ
り
、
水
分
や
生
ご
み
自
体
の
排
出
を
減
ら
す

こ
と
が
、
ご
み
の
減
量
に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　
特
に
夏
は
生
ご
み
が
増
え
る
季
節
で
す
。
よ
り
一
層
の
生
ご
み
減
量

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

生
ご
み
の
減
量
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

～
小
中
学
校
合
同
運
動
会
・
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
～

修理業者への引き渡しのようす

玉入れ

開会式

問 

教
育
研
究
所　
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２
）
４
４
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小
中
一
貫
教
育
の
新
た
な
挑
戦　

ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

　
６
月
２
日
（
土
）、
朽
木
中
学
校
区
の

小
中
学
生
１
０
３
人
が
、
青
空
の
下
、
一

つ
に
な
っ
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

小
中
一
貫
教
育
が
目
指
す
「
つ
な
が
り
響

き
合
う
教
育
」
へ
の
挑
戦
で
す
。

　
徒
競
走
で
は
、
一
生
懸
命
ゴ
ー
ル
を
目

指
し
て
走
る
小
学
生
に
、
中
学
生
は
「
が

ん
ば
れ
！ 

」
と
心
か
ら
声
援
を
送
り
、

ま
た
、
猛
ス
ピ
ー
ド
で
駆
け
抜
け
る
中

学
生
を
見
て
、
小
学
生
は
「
す
ご
い
！ 
」

と
歓
声
を
あ
げ
、
お
互
い
力
い
っ
ぱ
い
応

援
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
周
囲
に
は
、

す
べ
て
の
子
ど
も
に
そ
っ
と
寄
り
添
う
朽

木
中
学
校
区
全
小
中
学
校
の
教
職
員
の
姿

が
あ
り
ま
し
た
。

市
指
定
文
化
財
の
仏
画
を
民
間
助
成
で
修
復
開
始
！

　
朽
木
古
川
の
大
通
院
に
は
、
鎌
倉
時
代
中

期
に
描
か
れ
た
「
釈し

ゃ
か迦

十じ
ゅ
う
ろ
く六

善ぜ
ん

神じ
ん
ぞ
う像

」
と

い
う
仏
画
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
長
年
、

巻
き
直
し
が
繰
り
返
さ
れ
た
こ
と
か
ら
絹
地

の
断
裂
や
色
彩
の
剥
落
が
進
み
、
早
急
な
修

理
が
必
要
な
状
態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
公
益
財
団
法
人
住
友
財
団
か

ら
の
経
費
助
成
を
受
け
て
、
３
年
計
画
で
の

修
復
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

問 

文
化
財
課

　

（
３
２
）
４
４
６
７

　
そ
し
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
こ
の
「
新
た

な
挑
戦
」
を
見
守
る
朽
木
地
域
の
方
々
の

優
し
い
笑
顔
と
温
か
い
拍
手
に
包
ま
れ
ま

し
た
。
ま
さ
し
く「
つ
な
が
り
響
き
合
う
」

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

新
名
所
へ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い

　
新
旭
町
藁
園
地
先
の
旧
し
ん
あ
さ

ひ
風
車
村
敷
地
の
新
た
な
活
用
方
策

と
し
て
、
こ
の
度
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施

設
が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
と
は
、
グ
ラ
マ
ラ

ス【
魅
力
的
】と
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ【
屋

外
で
の
一
時
的
な
生
活
】
を
掛
け
合

わ
せ
た
造
語
で
、
ホ
テ
ル
並
み
の
設

備
を
利
用
し
な
が
ら
、
自
然
の
中
で

快
適
に
過
ご
す
キ
ャ
ン
プ
の
こ
と
を

意
味
し
て
い
ま
す
。

　
テ
ン
ト
の
設
営
や
食
事
の
準
備
な

ど
の
手
間
が
か
か
ら
ず
、
初
心
者
の

方
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
施
設
で
あ

り
な
が
ら
、
イ
ン
ス
タ
映
え
す
る
お

し
ゃ
れ
さ
を
兼
ね
備
え
、
全
国
各
地

で
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
施
設
の
開
業
に
よ
り
、

今
後
、
市
外
お
よ
び
県
外
か
ら
の
多

く
の
来
場
者
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
本
市
の
豊
か
な
自
然
・
景
観
・
文
化
、

さ
ら
に
は
豊
富
な
食
材
を
活
か
し
た

新
た
な
観
光
拠
点
と
し
て
の
注
目
を

集
め
る
と
と
も
に
、
市
内
に
多
く
点

在
す
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
結
び
、
高
島
の
観
光
振
興
に

つ
な
げ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
大
い

に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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